
「
文
学
と
自
然
」
論
争
に
お
け
る
鴎
外

1
「
『
文
学
ト
自
然
』
ヲ
読
ム
し
の
残
し
た
課
題
1

小
　
倉

斉

　
明
治
二
十
二
年
一
月
、
「
小
説
論
」
の
発
表
に
よ
っ
て
実
質
的
な
文
学
的
出
発
を
遂
げ
た
鴎
外
は
、
同
年
五
月
、
『
国
民
之
友
』
第
五
十

号
に
「
『
文
学
ト
自
然
』
ヲ
読
ム
」
と
題
し
た
論
文
を
発
表
す
る
。
こ
れ
は
、
そ
の
題
名
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
前
月
、
『
女
学
雑

誌
』
第
百
五
十
九
号
に
発
表
さ
れ
た
巌
本
善
治
（
し
の
ぶ
）
の
「
国
民
之
友
第
四
十
八
号
文
学
と
自
然
」
に
対
す
る
反
論
と
し
て
提
出
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。
以
下
、
二
人
の
間
の
応
酬
は
、
「
国
民
之
友
第
百
五
十
号
に
於
け
る
『
文
学
ど
自
然
』
を
読
む
、
を
謹
読
す
」
（
し
の

ぶ
）
、
「
再
び
自
然
崇
拝
者
に
質
す
」
（
森
林
太
郎
）
と
続
き
、
「
自
然
崇
拝
老
の
答
」
（
し
の
ぶ
）
に
よ
っ
て
一
応
の
幕
を
閉
じ
る
。
た
だ

し
、
こ
の
二
人
の
間
に
交
わ
さ
れ
た
論
争
に
至
る
ま
で
に
は
、
そ
の
序
曲
と
で
も
言
う
べ
き
錯
雑
し
た
経
路
が
あ
る
の
だ
が
、
そ
の
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
↓

事
情
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
高
田
瑞
穂
氏
に
よ
る
詳
細
な
追
跡
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
簡
単
に
触
れ
る
に
と
ど
め
る
。

　
重
複
す
る
部
分
も
あ
る
が
、
ま
ず
論
争
の
経
過
を
表
示
し
て
お
こ
う
。

　
ω
　
「
姦
淫
の
空
気
、
不
純
潔
の
空
気
」
（
巌
本
善
治
1
『
女
学
雑
誌
』
第
一
五
〇
号
、
明
治
二
二
・
二
・
二
三
）

　
②
　
「
売
笑
の
利
害
」
（
森
林
太
郎
ー
『
衛
生
新
誌
』
第
一
号
、
明
治
二
二
・
三
・
二
五
）

　
③
　
「
市
川
団
十
郎
」
（
『
時
事
新
報
』
社
説
、
明
治
二
二
・
三
・
三
〇
）
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ω
　
「
市
川
団
十
郎
と
衛
生
新
誌
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
一
五
六
号
叢
話
欄
、
明
治
二
二
・
四
・
六
）

　
⑤
　
「
言
論
の
不
自
由
と
文
学
の
発
達
」
（
無
署
名
、
当
時
の
慣
習
か
ら
民
友
子
徳
富
蘇
峰
ー
『
国
民
之
友
』
第
四
八
号
、
明
治
二

　
　
二
・
四
・
二
二
）

　
⑥
　
「
時
事
新
報
と
女
学
雑
誌
に
質
す
」
（
局
外
生
ー
『
国
民
之
友
』
同
前
）

　
m
　
「
国
民
之
友
第
四
十
八
号
文
学
と
自
然
」
（
し
の
ぶ
ー
『
女
学
雑
誌
』
第
一
五
九
号
、
明
治
二
二
・
四
・
二
七
）

　
⑧
　
「
『
文
学
ト
自
然
』
ヲ
読
ム
」
（
森
林
太
郎
1
『
国
民
之
友
』
第
五
〇
号
、
明
治
二
二
・
五
・
一
一
）

　
⑨
　
「
国
民
之
友
第
五
十
号
に
於
け
る
『
文
学
と
自
然
』
を
読
む
、
を
謹
読
す
」
（
し
の
ぶ
ー
『
女
学
雑
誌
』
第
一
六
二
号
、
明
治
二

　
　
二
・
五
・
一
八
）

　
⑩
　
「
再
び
自
然
崇
拝
者
に
質
す
」
（
森
林
太
郎
1
『
国
民
之
友
』
第
五
二
号
、
明
治
二
二
・
六
・
一
）

　
α
D
　
「
自
然
崇
拝
者
の
答
」
（
し
の
ぶ
ー
『
女
学
雑
誌
』
第
一
六
五
号
、
明
治
二
二
・
六
・
八
）

　
0
2
　
「
森
林
太
郎
君
に
横
槍
を
呈
す
」
（
丸
山
通
一
1
『
女
学
雑
誌
』
同
前
）

　
論
争
の
発
端
は
、
廃
娼
論
を
め
ぐ
る
問
題
に
あ
り
、
娼
妓
あ
る
か
ぎ
り
日
本
女
性
の
地
位
向
上
は
望
む
べ
く
も
な
い
と
い
う
巌
本
の
所

論
に
対
し
、
鴎
外
が
「
娼
妓
全
廃
論
者
は
、
チ
ト
人
間
を
善
く
見
過
ぎ
て
1
買
ひ
被
っ
て
居
り
ま
す
！
」
「
此
の
如
き
社
会
の
大
部
分

に
関
係
し
た
論
を
立
て
る
の
は
、
少
し
は
社
会
の
実
相
を
看
破
し
た
上
で
な
け
れ
ば
、
丸
で
無
益
で
す
。
」
と
述
べ
る
こ
と
で
、
巌
本
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

空
論
的
楽
観
性
を
衝
く
と
い
う
形
の
も
の
で
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
、
こ
の
時
点
で
は
、
文
学
と
自
然
を
め
ぐ
っ
て
の
対
立
は
現
れ
て
い

な
い
。
論
争
自
体
が
文
学
に
関
し
て
進
め
ら
れ
る
に
至
る
直
接
の
き
っ
か
け
は
、
民
友
子
徳
富
蘇
峰
の
「
言
論
の
不
自
由
と
文
学
の
発

達
」
で
あ
り
、
ま
た
新
富
座
の
「
忠
臣
蔵
」
の
興
行
に
際
し
、
「
芸
と
は
申
し
な
が
ら
此
女
郎
の
役
を
勤
る
は
恰
も
拙
者
の
身
を
汚
し
其

不
外
聞
不
面
目
は
古
語
に
云
ふ
市
朝
に
鞭
う
た
る
ふ
心
地
し
て
堪
へ
兼
る
」
と
い
う
理
由
で
お
か
る
の
役
に
異
存
を
申
し
出
た
団
十
郎
の

42



見
識
を
高
く
評
価
し
た
「
市
川
団
十
郎
」
、
お
よ
び
こ
れ
を
受
け
て
団
十
郎
の
説
に
共
鳴
を
示
し
つ
つ
『
衛
生
新
誌
』
第
一
号
の
鴎
外
の

所
説
に
反
論
を
加
え
た
「
市
川
団
十
郎
と
衛
生
新
誌
」
の
二
論
へ
の
批
判
を
表
明
し
た
局
外
生
石
橋
忍
月
の
「
時
事
新
報
と
女
学
雑
誌
に

質
す
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
°
°
°
°
°
°
°
マ
評
゜
°
°
°
°
°

　
蘇
峰
の
論
の
主
旨
は
、
「
然
ら
ば
則
ち
微
言
碗
辞
な
る
も
の
は
、
何
れ
よ
り
来
れ
る
と
す
る
か
、
言
論
の
不
自
由
之
か
誘
因
た
ら
ず
ん

゜
°
㌔
　
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
、
　
、
、
、
、

ぽ
非
す
、
若
し
微
言
碗
辞
を
以
て
、
文
章
の
趣
味
多
き
も
の
と
せ
ば
、
其
趣
味
な
る
も
の
は
、
実
に
言
論
不
自
由
の
為
め
に
、
製
造
せ
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
、

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
マ
マ
　
ヘ
　
マ
マ
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

れ
た
る
も
の
と
謂
は
さ
る
へ
か
ら
ず
、
」
や
「
言
論
の
不
自
由
は
悪
む
べ
き
も
の
な
り
と
錐
ど
も
、
尚
ほ
其
実
際
に
於
て
現
は
る
ふ
所
の

者
は
、
幾
分
か
文
学
の
発
達
の
為
め
に
好
結
果
あ
る
を
認
め
ず
ん
ば
あ
ら
ず
、
」
に
尽
く
さ
れ
て
い
る
が
、
彼
の
意
識
は
創
作
主
体
内
部

の
問
題
に
ま
で
達
し
て
お
ら
ず
、
ま
た
文
学
と
現
実
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
、
功
利
主
義
的
文
学
観
に
よ
っ
て
処
理
す
る
姿
勢
を
崩
さ

ず
、
文
学
に
経
世
・
教
化
の
役
割
し
か
認
め
て
い
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
「
記
者
は
平
素
美
術
の
何
た
る
を
知
り
乍
ら
猶
ほ
美
術
を
宗

教
的
道
徳
的
の
窮
屈
な
る
範
囲
内
に
零
枯
せ
し
め
ん
と
す
る
欺
、
（
中
略
）
然
れ
ど
も
有
識
な
る
両
記
者
ー
殊
に
平
生
美
術
を
口
に
す

る
女
学
雑
誌
記
者
が
如
此
奇
怪
千
万
の
変
説
を
吐
く
実
に
怪
語
に
堪
へ
ざ
る
な
り
、
」
と
す
る
忍
月
の
見
解
は
、
功
利
主
義
的
芸
術
観
へ

の
反
発
で
あ
り
、
さ
ら
に
は
、
芸
術
世
界
と
現
実
世
界
と
の
混
同
に
対
す
る
批
判
と
な
っ
て
い
る
。

※

　
さ
て
、
「
国
民
之
友
第
四
十
八
号
文
学
と
自
然
」
に
お
い
て
蘇
峰
、
忍
月
両
者
の
論
を
取
り
上
げ
た
巌
本
は
、

　
　
　
　
よ
　
う
ん

す
る
今
の
輿
論
は
大
略
如
此
し
、
L
と
し
、
以
下
の
よ
う
な
反
論
を
展
開
す
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
ト

　
　
　
最
大
の
文
学
は
自
然
の
儘
に
自
然
を
写
し
得
た
る
も
の
也
。

　
　
　
極
美
の
美
術
な
る
も
の
は
決
し
て
不
徳
と
伴
ふ
こ
と
を
得
ず
。

「
鳴
呼
、
文
学
美
術
に
関



　
　
然
る
に
実
際
に
醜
く
き
も
の
も
之
を
写
せ
ば
美
し
く
な
る
、
之
を
美
し
く
す
る
所
ろ
ぞ
即
は
ち
文
学
美
術
の
長
と
す
る
所
な
れ
と
云

　
　
ふ
も
の
あ
り
、

　
　
余
が
考
へ
に
は
之
を
大
い
に
誤
ま
れ
り
と
信
ず
、
抑
そ
も
実
際
に
無
き
者
を
何
如
に
製
造
せ
ん
と
す
る
乎
、
若
し
製
造
し
得
た
り
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
と
ぐ

　
　
せ
ぽ
是
れ
一
時
仮
設
的
の
者
、
到
底
永
続
す
る
を
得
じ
、
人
の
智
識
は
悉
く
自
然
よ
り
発
す
、
人
の
徳
も
悉
く
゜
自
然
よ
り
養
は

　
　
　
　
　
　
　
　
い
つ
く

　
　
る
、
人
の
美
の
み
安
ん
ぞ
亦
た
之
よ
り
来
ら
ざ
ら
ん
や
、
（
中
略
）
日
本
近
世
の
文
学
美
術
は
尤
も
多
く
製
造
的
彫
刻
的
仮
設
的
に

　
　
傾
む
く
、
一
言
す
る
に
自
然
に
反
す
。

　
引
用
文
の
冒
頭
に
あ
る
よ
う
に
、
巌
本
は
自
身
の
主
張
を
二
点
に
要
約
し
て
い
る
が
、
そ
れ
は
「
文
学
美
術
に
関
す
る
今
の
輿
論
」
の

見
本
と
し
て
の
蘇
峰
、
忍
月
二
人
の
所
論
そ
れ
ぞ
れ
に
対
し
て
な
さ
れ
た
反
論
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「
最
大
の
文
学
は
自
然
の
儘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

自
然
を
写
し
得
た
る
も
の
也
。
」
は
、
「
文
章
の
趣
味
」
な
る
も
の
が
「
言
論
不
自
由
の
為
め
に
製
造
せ
ら
れ
た
る
も
の
（
引
用
者
注
、
巌

本
は
こ
の
一
節
を
引
用
し
、
わ
ざ
わ
ざ
「
製
造
」
と
い
う
語
に
傍
点
を
付
し
て
い
る
）
L
と
す
る
蘇
峰
の
論
へ
の
批
判
で
あ
り
、
「
極
美
の

美
術
な
る
も
の
は
決
し
て
不
徳
と
伴
ふ
こ
と
を
得
ず
。
」
は
、
「
両
記
者
は
賎
女
中
に
は
『
美
』
存
在
せ
ず
と
す
る
歎
、
お
か
る
の
役
を
扮

す
れ
ば
技
芸
の
『
美
』
消
失
す
る
と
思
ふ
欺
、
」
と
い
う
忍
月
の
見
解
へ
の
批
判
で
あ
っ
た
。
し
た
が
っ
て
、
巌
本
自
身
は
必
ず
し
も
「
最

大
の
文
学
」
に
対
す
る
「
極
美
の
美
術
」
と
い
う
形
で
見
解
を
述
べ
よ
う
と
し
た
の
で
は
な
い
と
い
う
点
に
注
意
し
て
お
く
必
要
が
あ

る
。　

と
こ
ろ
で
、
巌
本
の
言
う
「
自
然
」
に
つ
い
て
も
明
確
に
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
巌
本
に
よ
れ
ば
、
人
の
「
智
識
」
「
徳
」

「
美
」
は
悉
く
「
自
然
よ
り
発
」
し
「
自
然
よ
り
養
は
」
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
美
」
の
表
現
を
目
的
と
す
る
文
学
も
、
そ
の
規
範
を

「
自
然
」
の
相
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
つ
ま
り
、
文
学
は
「
製
造
」
さ
れ
る
も
の
で
は
な
く
、
「
自
然
の
儘
に
自
然
を
写
」
す
も
の

だ
が
、
そ
の
「
自
然
」
は
、
「
美
」
な
る
「
自
然
」
、
「
自
然
の
神
韻
」
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
。
「
自
然
の
神
韻
」
の
意
味
が
や
や
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暖
昧
で
あ
る
が
、
「
国
民
之
友
第
五
十
号
に
於
け
る
『
文
学
と
自
然
』
を
読
む
、
を
謹
読
す
」
を
読
め
ば
、
そ
れ
が
ど
の
よ
う
な
色
合
い

を
帯
び
た
も
の
か
が
一
層
明
瞭
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
イ
マ

　
　
天
地
に
現
わ
る
ふ
所
ろ
の
所
云
る
粋
、
神
韻
、
な
る
も
の
は
、
実
に
是
れ
高
天
深
地
に
円
満
せ
る
一
大
自
在
力
の
陽
発
せ
る
も
の
と

　
　
考
え
来
れ
り
。
（
中
略
）

　
　
故
に
余
が
所
云
る
自
然
に
は
固
よ
り
自
然
の
精
神
を
含
め
り
、
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
然
れ
ど
も
此
の
三
区
別
は
恰
か
も
天
の
三
位
を
論
じ
人
の
三
質
を
論
す
る
が
如
し
、
其
の
窮
極
す
る
所
う
に
於
て
は
皆
な
渾
全
同
一

　
　
躰
に
あ
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
即
は
ち
完
全
し
た
る
「
真
」
は
亦
た
「
善
」
な
り
「
美
」
た
ら
ざ
る
可
ら
ず
、
完
全
し
た
る
「
善
」
と

　
　
「
美
」
と
は
亦
「
真
」
た
ら
ざ
る
可
ら
ず
。
（
中
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ

　
　
人
は
「
自
然
」
に
依
り
て
教
導
せ
ら
る
ふ
も
の
也
、
（
中
略
）
古
来
驚
天
動
地
の
大
発
明
を
為
し
た
る
も
の
と
云
へ
ど
も
、
窮
局
す

　
　
る
に
只
是
れ
自
然
の
指
示
、
自
然
に
対
す
る
の
直
覚
に
擦
ら
ざ
る
は
あ
ら
ず
。
（
中
略
）

　
　
人
の
理
想
は
自
然
よ
り
来
り
若
く
は
自
然
の
為
に
発
達
せ
し
め
ら
る
、
人
の
趣
向
は
自
然
に
倣
ら
ひ
若
く
は
自
然
よ
り
教
示
せ
ら

　
　
る
、
自
然
に
擦
ら
ざ
る
の
製
作
者
は
夫
れ
只
だ
驕
慢
な
る
文
学
美
術
者
な
る
哉

　
こ
う
し
て
見
て
く
る
と
、
巌
本
の
言
う
「
自
然
の
神
韻
」
が
き
わ
め
て
道
徳
的
色
合
い
、
教
導
性
の
濃
い
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か

る
。
「
自
然
の
神
韻
」
は
、
真
、
善
、
美
の
一
体
化
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
か
ら
人
は
、
理
想
や
趣
向
を
教
示
さ
れ
、
教
導
さ
れ
る
の

で
あ
る
。
も
と
よ
り
、
「
経
国
美
談
」
や
「
佳
人
之
奇
遇
」
を
「
精
神
明
潔
に
し
て
固
よ
り
一
点
の
汚
れ
を
存
せ
」
ぬ
も
の
と
し
て
評
価

し
、
「
ユ
ー
ゴ
、
ヂ
ス
ラ
エ
リ
等
の
小
説
」
の
如
く
、
「
全
篇
の
理
想
の
躍
舞
す
る
を
覚
知
」
し
得
る
よ
う
な
、
あ
る
い
は
「
着
眼
理
想
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
）

高
尚
」
が
現
れ
た
作
品
こ
そ
理
想
的
な
小
説
だ
と
す
る
巌
本
の
文
学
観
は
、
旧
来
の
勧
善
懲
悪
的
、
功
利
主
義
的
文
学
観
か
ら
脱
け
出
し

て
は
い
な
い
。
そ
れ
は
、
「
浮
雲
」
を
「
兄
だ
其
の
『
実
を
写
せ
り
』
と
云
ふ
に
止
ま
る
、
而
も
尤
も
普
通
な
る
無
定
見
な
る
着
眼
を
以
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（
4
）

て
『
其
の
実
を
写
せ
り
』
と
云
ふ
に
止
ま
る
L
も
の
と
し
て
斥
け
た
こ
と
か
ら
も
窺
え
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
彼
の
説
く
「
自
然
の
儘
に
自

然
を
写
す
」
と
は
、
事
実
を
あ
り
の
ま
ま
に
写
す
と
い
う
意
味
で
は
な
く
な
る
。
巌
本
自
身
の
こ
と
ぽ
に
従
う
な
ら
ば
、
「
只
だ
万
物
界

　
　
　
　
　
　
ク
リ
エ
ロ
ト

に
片
々
散
々
の
美
を
認
た
め
得
る
と
き
、
此
の
分
散
し
た
る
美
元
を
綴
合
し
、
調
和
せ
し
め
て
、
以
て
一
幅
の
画
一
律
の
詩
と
為
す
也
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
）

之
を
美
術
界
の
製
作
と
云
ふ
」
と
い
う
こ
と
、
つ
ま
り
自
然
が
内
に
お
の
ず
か
ら
包
含
す
る
と
こ
ろ
の
理
想
の
根
元
を
見
出
し
、
そ
れ
を

形
象
化
す
る
と
い
う
点
に
こ
そ
、
彼
の
真
意
が
あ
つ
た
と
言
え
よ
う
。
し
か
し
な
が
ら
、
彼
は
う
か
つ
に
も
「
自
然
の
儘
に
自
然
を
写
」

す
と
い
う
表
現
を
使
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
し
て
こ
の
こ
と
が
、
鴎
外
の
執
拗
な
反
論
を
招
く
き
っ
か
け
と
も
な
っ
た
の
で
あ
る
。
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※

　
さ
て
、
こ
の
巌
本
の
論
に
対
し
て
な
さ
れ
た
鴎
外
の
反
論
は
、
一
見
実
に
論
理
的
で
あ
る
。
冒
頭
に
お
い
て
巌
本
の
意
見
の
大
要
を
あ

げ
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
と
細
か
に
反
論
を
加
え
て
い
く
の
で
あ
る
。

　
　
女
学
記
者
ハ
「
最
大
ノ
文
学
」
ヲ
以
テ
「
極
美
ノ
美
術
」
二
対
シ
タ
リ
然
ラ
バ
此
人
ハ
美
術
ノ
「
美
」
ヲ
要
ス
ル
ガ
如
ク
ニ
文
学
ノ

　
　
「
大
」
ヲ
要
ス
ル
ト
立
案
シ
タ
ル
モ
ノ
ト
見
ユ
此
「
大
」
ト
ハ
範
囲
ノ
広
大
ナ
ル
ヲ
謂
フ
ト
ス
レ
パ
美
術
ノ
範
囲
ハ
果
シ
テ
広
大
ナ

　
　
ラ
ザ
ル
カ
此
案
ノ
「
大
」
字
ハ
下
ノ
「
自
然
ノ
儘
二
自
然
ヲ
写
シ
得
ル
」
ト
云
フ
解
釈
ノ
福
狭
ナ
ル
ト
相
反
射
シ
テ
龍
頭
蛇
尾
ノ
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

　
　
ヲ
作
ス
ハ
姑
ク
置
キ
美
術
ノ
「
美
」
ハ
美
術
ノ
特
有
ス
ル
性
ナ
ル
ニ
所
謂
文
学
ノ
「
大
」
ハ
唯
ダ
文
学
ノ
偶
有
ス
ル
性
ノ
ミ

　
鴎
外
の
批
判
の
目
は
、
ま
ず
「
最
大
の
文
学
」
と
「
極
美
の
美
術
」
と
の
対
置
そ
の
も
の
に
注
が
れ
て
い
る
わ
け
だ
が
、
す
で
に
述
ぺ

た
よ
う
に
、
巌
本
自
身
は
必
ず
し
も
両
者
を
対
置
さ
せ
て
扱
っ
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
巌
本
の
論
の
進
め
方
に
誤
解
を
招

き
や
す
い
点
が
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
な
の
だ
が
、
彼
が
わ
ざ
わ
ざ
蘇
峰
、
忍
月
の
見
解
を
引
用
し
た
上
で
自
己
の
反
論
を
提
示
し
て
い
る

点
を
考
慮
に
入
れ
る
な
ら
ば
、
鶴
外
の
巌
本
文
の
読
み
取
り
に
は
か
な
り
恣
意
的
な
も
の
が
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。



　
こ
う
し
た
傾
向
は
、
「
最
大
の
文
学
」
と
い
う
言
い
回
し
の
中
の
「
大
」
と
い
う
こ
と
ば
の
意
味
へ
の
こ
だ
わ
り
に
も
現
れ
て
い
る
。

巌
本
が
「
最
大
の
文
学
」
と
言
う
時
、
は
た
し
て
文
学
に
お
け
る
属
性
と
し
て
の
「
大
」
を
意
識
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
明
ら
か
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
エ
ル
ハ
ロ
ベ
ン

い
の
だ
が
、
鴎
外
は
「
若
シ
又
タ
此
『
大
』
字
ヲ
以
テ
『
高
大
』
ノ
義
ト
セ
ン
カ
」
と
い
う
仮
定
の
上
に
立
ち
、
「
彼
有
名
ナ
ル
」
フ
ィ

ッ
セ
ル
、
ツ
ア
イ
ジ
ン
グ
、
カ
リ
エ
ー
ル
の
美
の
定
義
を
引
き
合
い
に
出
し
な
が
ら
、
高
大
と
は
美
の
一
属
性
も
し
く
は
そ
の
作
用
で
あ

り
、
巌
本
の
言
う
「
大
」
が
高
大
の
意
味
だ
と
し
て
も
、
「
美
」
と
並
び
立
つ
概
念
で
は
な
い
と
説
く
の
で
あ
る
。
小
堀
桂
一
郎
氏
に
よ

れ
ば
、
「
『
文
学
ト
自
然
』
ヲ
読
ム
」
の
中
で
の
鴎
外
の
見
解
は
、
そ
の
か
な
り
の
部
分
が
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の
主
著
と
も
言
う
ぺ
き
『
詩
学
』

を
要
約
訳
出
し
た
も
の
で
あ
り
、
こ
こ
で
引
き
合
い
に
出
さ
れ
た
フ
ィ
ッ
セ
ル
、
ツ
ァ
イ
ジ
ソ
グ
、
カ
リ
エ
ー
ル
の
美
の
定
義
も
ゴ
ッ
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

シ
ャ
ル
を
介
し
て
の
孫
引
き
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
ま
だ
自
己
の
見
解
中
で
熟
し
て
い
な
い
ブ
ィ
ッ
セ
ル
等
の

名
を
利
用
し
な
が
ら
の
反
論
の
し
か
た
に
は
、
明
ら
か
に
、
自
己
の
見
解
に
権
威
づ
け
を
し
な
が
ら
強
引
に
自
ら
の
論
理
の
世
界
へ
突
き

進
も
う
と
す
る
鴎
外
の
計
算
が
働
い
て
い
た
と
言
え
よ
う
。

　
こ
う
し
て
「
最
大
の
文
学
」
に
対
す
る
「
極
美
の
美
術
」
と
い
う
対
置
の
し
か
た
を
否
定
し
、
巌
本
の
言
う
「
文
学
」
の
区
域
の
曖
昧

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
イ
ン
テ
グ
リ
ド
レ
ン
ド

さ
を
衝
い
た
鴎
外
は
、
文
学
に
二
大
別
あ
る
こ
と
を
説
き
、
「
美
術
ノ
範
囲
内
二
在
リ
テ
其
補
完
部
ヲ
ナ
」
し
、
「
美
」
を
本
性
と
す

　
　
シ
ョ
　
　
ヘ
リ
テ
ラ
ツ
ハ
ル
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヴ
イ
ッ
セ
ン
シ
ヤ
フ
ト
リ
ツ
ヘ
リ
テ
ラ
ぐ
ト
ル

る
「
美
　
文
　
学
」
と
、
「
美
術
ト
関
渉
セ
ズ
シ
テ
独
立
」
し
、
「
真
」
を
本
性
と
す
る
「
科
　
文
　
学
」
と
を
あ
げ
た
あ
と
、
「
（
三
）
最

真
ノ
科
文
学
ハ
自
然
ノ
儘
二
自
然
ヲ
写
シ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
一
案
を
立
て
、
そ
の
当
否
を
検
討
す
る
の
で
あ
る
。
鴎
外
は
「
最

真
ノ
科
文
学
」
の
例
と
し
て
「
論
語
」
や
「
ク
リ
チ
ッ
ク
、
デ
ル
、
ラ
イ
子
ン
、
フ
エ
ル
ヌ
ン
フ
ト
」
（
純
粋
理
性
批
判
）
を
あ
げ
、
両

者
が
単
に
「
自
然
」
を
写
し
た
も
の
で
は
な
く
、
「
精
神
」
を
写
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
「
自
然
」
を
「
『
自
然
』
ト
『
精
神
』
ト

ヲ
包
括
」
し
、
そ
の
「
要
ハ
『
真
』
二
在
」
る
「
事
実
」
に
置
き
換
え
、
「
（
四
）
最
真
ノ
科
文
学
ハ
事
実
ノ
儘
二
事
実
ヲ
写
シ
得
タ
ル
モ

ノ
ナ
リ
」
と
い
う
一
案
を
立
て
る
。
鴎
外
が
「
極
美
ノ
美
文
学
」
の
対
極
に
置
い
て
い
た
「
最
真
ノ
科
文
学
」
が
「
真
」
を
本
性
と
す
る
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「
事
実
」
に
係
わ
る
哲
学
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
、
こ
こ
で
一
応
明
ら
か
に
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
た
だ
し
、
「
自
然
」
と
「
精
神
」
と

を
包
括
し
た
「
事
実
」
と
い
う
言
い
方
は
必
ず
し
も
明
確
だ
と
は
言
い
難
い
し
、
「
『
事
実
』
ノ
要
ハ
『
真
』
二
在
リ
」
と
い
う
言
及
は
あ

る
も
の
の
、
「
事
実
」
と
「
真
実
」
と
の
関
係
に
つ
い
て
の
説
明
も
、
十
分
に
な
さ
れ
て
い
る
と
は
言
え
な
い
。
さ
ら
に
付
け
加
え
て
お

き
た
い
こ
と
は
、
「
論
語
」
や
「
純
粋
理
性
批
判
」
を
例
と
す
る
よ
う
な
「
最
真
ノ
科
文
学
」
を
「
文
学
」
の
領
域
の
一
方
に
置
い
た
こ

と
に
よ
っ
て
、
鴎
外
が
確
定
し
よ
う
と
し
た
「
文
学
」
の
領
域
が
却
っ
て
暖
昧
な
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
い
う
点
で
あ
る
。
明
治
二

十
年
前
後
の
時
期
は
、
文
学
の
概
念
に
揺
れ
の
見
ら
れ
る
時
期
で
あ
り
、
哲
学
・
思
想
・
歴
史
な
ど
人
文
科
学
の
諸
領
域
か
ら
漢
詩
文
・

和
歌
・
和
文
な
ど
ま
で
包
含
す
る
近
世
的
な
文
学
概
念
の
名
残
り
を
ひ
き
ず
り
つ
つ
、
発
達
し
た
文
明
社
会
の
複
雑
な
人
情
世
態
を
精
密

に
模
写
し
得
る
ジ
ャ
ン
ル
と
し
て
の
小
説
の
優
位
性
が
確
認
さ
れ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
で
あ
る
。
こ
う
し
た
時
代
の
雰
囲
気
の
ま
ま
に
、
鴎

外
自
身
の
文
学
概
念
に
も
曖
昧
さ
が
残
っ
て
い
た
と
言
え
よ
う
。
彼
は
「
科
文
学
」
に
つ
い
て
は
ほ
と
ん
ど
触
れ
る
こ
と
な
く
、
「
美
文

学
」
の
領
域
へ
と
議
論
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

　
「
美
文
学
ハ
美
術
ノ
一
区
域
二
過
ギ
ザ
レ
バ
先
ヅ
美
術
ノ
全
体
ヨ
リ
見
下
シ
テ
極
美
ノ
美
術
ノ
果
シ
テ
『
不
徳
』
ト
伴
フ
コ
ヲ
得
ザ
ル

カ
ヲ
言
ハ
ン
」
と
述
べ
た
鴎
外
は
、
即
座
に
巌
本
の
第
二
の
断
案
に
対
す
る
反
論
を
始
め
る
。

　
　
「
真
」
ヲ
奉
ズ
ル
ノ
科
学
者
ハ
「
想
」
ヲ
得
テ
「
物
」
ヲ
忘
ル
ふ
モ
ノ
ナ
リ
「
美
」
ヲ
奉
ズ
ル
ノ
美
術
家
ハ
「
想
」
ヲ
以
テ
「
物
」

　
　
ト
ナ
シ
「
物
」
ヲ
以
テ
「
想
」
ト
ナ
ス
モ
ノ
ナ
リ
（
中
略
）
蓋
シ
「
物
」
ノ
「
想
」
タ
ル
「
想
」
ノ
「
物
」
タ
ル
是
ヲ
「
美
」
ト
謂

　
　
フ
千
古
二
亘
テ
変
更
ス
可
ラ
ザ
ル
「
美
」
ノ
定
義
ハ
這
箇
ノ
庭
二
存
在
ス
（
中
略
）
「
美
」
ハ
「
想
」
ナ
リ
故
二
因
ナ
ク
果
ナ
ク
窮

　
　
巳
ナ
シ
而
レ
ド
モ
其
「
真
」
及
ビ
「
善
」
ト
殊
ナ
ル
所
以
ハ
必
ズ
一
々
ノ
「
顕
象
」
ヲ
須
テ
而
シ
テ
顕
ハ
ル
ふ
二
在
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ィ
デ
ロ

　
鴎
外
に
と
っ
て
「
美
術
」
の
本
質
は
、
「
有
限
ノ
一
物
二
就
テ
無
極
ノ
意
義
ヲ
視
ル
モ
ノ
」
す
な
わ
ち
「
想
」
で
あ
り
、
そ
の
「
想
」
・

　
　
　
　
　
フ
エ
ノ
メ
ン

は
自
然
の
「
顕
象
」
に
お
け
る
因
果
の
「
無
端
ノ
長
鎖
」
を
詩
人
が
「
滅
裂
」
し
、
そ
れ
を
「
超
脱
」
し
て
「
顕
象
」
を
視
る
時
に
生
ず
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る
。
因
果
法
則
の
連
鎖
に
貫
か
れ
た
現
象
の
中
か
ら
、
そ
の
連
鎖
を
断
ち
切
っ
た
一
点
に
イ
デ
ー
が
存
在
す
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
現

象
と
イ
デ
ー
と
の
一
致
と
い
う
形
で
達
成
さ
れ
た
も
の
が
「
美
」
で
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゲ
ゼ
ツ
ツ
　
　
　
　
フ
オ
ル
レ
ン
ヅ
ン
グ

　
「
真
」
や
「
善
」
が
「
顕
象
」
か
ら
「
法
」
や
「
完
　
全
」
な
ど
の
抽
象
性
を
求
め
よ
う
と
す
る
の
に
対
し
、
「
美
」
は
「
一
々
ノ
『
顕

象
』
ヲ
シ
テ
充
分
二
不
轟
独
立
シ
テ
其
所
ヲ
得
セ
シ
」
め
る
。
「
美
」
に
必
要
な
の
は
、
こ
の
具
象
性
で
あ
り
、
し
た
が
っ
て
「
『
美
』
ハ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
マ
マ
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
む
　
　
　
　
コ
　
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む

既
二
『
徳
』
ト
『
不
徳
』
ト
ヲ
問
フ
ニ
違
ア
ラ
ス
又
タ
時
ト
シ
テ
ハ
『
妖
』
ト
『
醜
』
ト
ヲ
問
フ
ニ
邉
ア
ラ
ザ
ル
寸
ア
リ
」
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
と
す
れ
ば
、
「
極
美
の
美
術
は
決
し
て
不
徳
と
伴
ふ
こ
と
を
得
ず
」
と
い
う
巌
本
の
所
説
は
納
得
で
き
る
は
ず
の
も
の
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む

く
、
か
く
し
て
「
（
五
）
極
美
ノ
美
術
ナ
ル
モ
ノ
ハ
時
ト
シ
テ
不
徳
ト
伴
フ
寸
ヲ
得
ベ
シ
」
と
い
う
見
解
を
示
し
た
鴎
外
は
、
最
後
に
美

と
自
然
と
の
関
係
へ
と
論
を
進
め
る
。

　
鴎
外
は
「
（
六
）
最
美
ノ
美
文
学
ハ
自
然
ノ
儘
二
自
然
ヲ
写
シ
得
タ
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
と
い
う
一
案
を
立
て
、
そ
の
当
否
の
検
討
を
始
め

る
が
、
こ
の
一
案
は
、
先
に
「
小
説
論
」
に
お
い
て
表
明
し
た
彼
自
身
の
小
説
観
か
ら
す
れ
ば
、
当
然
即
座
に
打
ち
消
さ
れ
る
べ
き
も
の

で
あ
っ
た
。
こ
の
一
案
を
い
と
も
簡
単
に
否
定
し
た
鴎
外
は
、
以
下
の
よ
う
に
続
け
る
。

　
　
「
自
然
」
ノ
儘
二
「
自
然
」
ヲ
写
シ
テ
奈
何
ニ
シ
テ
「
神
韻
」
ト
「
粋
」
ト
ヲ
出
ス
カ
ノ
問
二
向
テ
ハ
恐
ラ
ク
ハ
答
フ
ル
所
ナ
カ
ル

　
　
ベ
シ
何
ト
ナ
レ
バ
「
神
韻
」
ト
云
ヒ
「
粋
」
ト
云
フ
「
想
」
ハ
「
自
然
」
ヲ
離
レ
ズ
シ
テ
其
「
美
」
ヲ
ナ
セ
ド
モ
決
シ
テ
「
自
然
」
’
・

　
　
其
儘
ニ
ハ
非
レ
バ
ナ
リ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
若
シ
又
タ
一
歩
ヲ
譲
テ
「
自
然
」
ノ
儘
二
「
自
然
」
ヲ
写
ス
モ
ノ
ハ
未
ダ
必
ズ
シ
モ
威
ク
最
美
ノ
美
文
学
ナ
ラ
ザ
レ
ド
モ
最
美
ノ
美

　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
　
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ポ
エ
　
チ
ツ
セ
ル
ナ
ツ
ラ
リ
ス
ム
ス

　
　
文
学
ニ
ハ
或
ハ
「
自
然
」
ノ
儘
二
自
然
ヲ
写
ス
寸
ア
リ
ト
云
フ
ノ
意
ナ
リ
ト
セ
ン
カ
是
レ
所
謂
「
詩
学
的
ノ
自
然
主
義
」
ニ
シ
テ
女

　
　
学
記
者
ハ
現
二
欧
州
小
説
家
ノ
半
数
ヲ
味
方
二
取
ル
寸
ヲ
得
ベ
シ

　
　
然
レ
ド
モ
女
学
記
者
ハ
此
味
方
ヲ
持
チ
ナ
ガ
ラ
自
ラ
知
ラ
ザ
ル
モ
ノ
ナ
ラ
ン
欧
州
ニ
テ
唱
フ
ル
人
ト
日
本
ニ
テ
唱
フ
ル
人
ト
ハ
豊
期
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セ
ズ
シ
テ
同
案
ヲ
立
テ
タ
ル
モ
ノ
カ

　
鴎
外
の
論
の
進
め
方
が
す
こ
ぶ
る
論
理
的
に
見
え
な
が
ら
、
実
は
か
な
り
恣
意
的
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
す
で
に
述
べ
た
が
、
引
用
部

分
に
は
そ
の
傾
向
が
よ
く
現
れ
て
い
る
。
鴎
外
は
強
引
に
巌
本
の
所
説
を
ゾ
ラ
の
「
自
然
主
義
」
に
結
び
つ
け
る
の
で
あ
る
。

　
　
女
学
雑
誌
ノ
操
飢
家
ト
エ
、
ミ
ル
、
ゾ
ー
ラ
ー
鳴
呼
、
何
等
ノ
反
対
ゾ
ゾ
ー
ラ
バ
彼
ノ
観
察
ト
試
験
ヲ
以
テ
「
自
然
」
ヲ
求
ム
ル
科

　
　
学
ノ
法
ヲ
籍
テ
之
ヲ
美
文
学
二
応
用
シ
タ
リ
（
中
略
）
ゾ
ー
ラ
ノ
言
フ
所
ノ
女
学
記
者
ト
同
ジ
キ
ハ
蓋
シ
掩
フ
ベ
カ
ラ
ズ

　
　
然
リ
ト
難
観
察
ト
試
験
ト
ニ
テ
求
ム
ベ
キ
「
自
然
」
ハ
「
事
実
」
ナ
リ
「
事
実
」
ヲ
得
テ
足
レ
リ
ト
ス
ル
ハ
科
学
ニ
シ
テ
美
術
二
非

　
　
ズ
（
中
略
）
今
一
例
ヲ
挙
ゲ
テ
之
ヲ
示
サ
ン
ニ
ゾ
ー
ラ
ノ
淫
婦
ナ
ナ
ー
ヲ
写
ス
ヤ
ナ
ナ
ー
ナ
ル
一
淫
婦
ヲ
捕
饗
シ
来
ツ
テ
「
自
然
」

　
　
ノ
儘
二
「
自
然
」
ヲ
写
シ
タ
リ
故
二
淫
婦
ノ
生
活
二
附
帯
セ
ル
項
事
ハ
悉
ク
之
ヲ
記
シ
タ
リ
（
中
略
）
若
シ
「
自
然
」
ノ
儘
二
「
自

　
　
然
」
ヲ
写
ス
ノ
美
文
学
ア
リ
ト
ス
レ
バ
ナ
ナ
ー
ノ
作
者
ハ
其
神
髄
ヲ
得
タ
リ
ト
謂
ハ
ザ
ル
ベ
カ
ラ
ズ
覚
後
禅
其
他
ノ
淫
書
ノ
作
者
モ

　
　
亦
タ
然
リ
何
ゾ
知
ラ
ン
ヤ
「
淫
」
ト
云
フ
「
想
」
ヲ
発
揮
ス
ル
「
美
」
ハ
全
ク
之
ト
相
交
渉
セ
ザ
ル
寸
ヲ

　
小
堀
桂
一
郎
氏
は
こ
の
部
分
を
取
り
上
げ
、
「
ま
る
で
淫
文
学
排
撃
の
た
め
の
立
言
の
よ
う
に
映
ず
る
と
い
う
物
足
ら
ぬ
結
果
に
な
っ

　
　
　
　
　
　
（
7
）

て
し
ま
っ
て
い
る
。
」
と
評
し
て
い
る
が
、
確
か
に
、
ゾ
ラ
に
こ
だ
わ
り
、
『
ナ
ナ
』
に
お
け
る
「
淫
婦
ノ
生
活
二
附
帯
セ
ル
墳
事
ハ
悉
ク

記
シ
」
た
点
に
こ
だ
わ
り
過
ぎ
て
い
る
傾
向
は
否
定
で
き
な
い
。
し
か
し
、
こ
こ
で
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
の
は
、
巌
本
の
「
自
然
」

と
ゾ
ラ
の
「
自
然
」
と
を
強
引
に
結
び
つ
け
、
し
か
も
そ
こ
で
、
「
小
説
論
」
中
で
述
べ
た
言
説
を
繰
り
返
し
つ
つ
、
激
し
く
ゾ
ラ
批
判

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
）

を
展
開
す
る
鴎
外
の
意
識
の
あ
り
方
で
あ
る
。
例
え
ば
、
十
川
信
介
氏
の
よ
う
に
、
そ
こ
に
「
若
き
鴎
外
の
あ
せ
り
」
を
見
る
こ
と
も
で

き
る
の
だ
ろ
う
が
、
穿
っ
た
見
方
を
す
る
な
ら
ば
、
自
説
を
徹
底
さ
せ
る
た
め
の
あ
る
程
度
の
計
算
が
働
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
な
く
も

な
い
。
後
に
鴎
外
は
、
こ
の
論
争
を
回
顧
し
て
、
「
撫
象
子
が
自
然
主
義
は
没
理
想
に
非
ず
し
て
有
理
想
な
り
。
そ
の
極
致
は
古
の
希
臓

人
に
似
て
善
と
美
と
を
併
せ
た
る
も
の
な
り
。
さ
れ
ぽ
お
な
じ
く
自
然
と
い
ひ
、
造
化
と
い
へ
ど
、
ゾ
ラ
が
自
然
は
弱
肉
強
食
の
自
然
な
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（
9
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
発
言
自
体
か
な
り
の
問
題
を
含
ん
で
は
い
る
も
の
の
、
少

る
に
、
撫
象
子
が
造
化
は
蝶
舞
ひ
鳥
歌
ふ
造
化
な
り
し
と
述
べ
て
い
る
。

な
く
と
も
後
の
鴎
外
が
巌
本
の
自
然
と
ゾ
ラ
の
自
然
と
を
区
別
し
て
い
る
こ
と
か
ら
判
断
す
る
な
ら
ば
、
論
争
段
階
で
の
鴎
外
の
反
論
の

し
か
た
は
、
単
に
誤
解
と
か
あ
せ
り
と
い
っ
た
こ
と
ば
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
よ
う
な
、
意
図
的
な
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
言
え
よ

う
。
鴎
外
の
論
は
、
表
面
的
に
は
巌
本
へ
の
反
論
と
い
う
形
を
保
っ
て
は
い
る
が
、
実
は
か
な
り
強
引
に
自
分
自
身
の
側
に
引
き
つ
け
て

論
を
展
開
し
て
お
り
、
全
篇
綿
密
な
計
算
が
施
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
そ
の
計
算
は
、
全
篇
の
し
め
く
く
り
に
も
現
れ
て
い

る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’

　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む

　
　
（
七
）
最
美
ノ
美
文
学
ハ
概
子
自
然
ノ
儘
二
自
然
ヲ
写
ス
コ
ト
ナ
シ

　
　
ト
云
ハ
ン
ト
欲
ス

　
こ
こ
に
鴎
外
の
批
判
の
一
応
の
到
達
点
が
あ
る
わ
け
だ
が
、
鴎
外
は
こ
れ
だ
け
で
は
満
足
せ
ず
、
さ
ら
に
巌
本
の
言
う
「
自
然
の
儘
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
ハ
ア
ム
ソ
グ

自
然
を
写
す
」
の
「
写
す
」
を
「
『
製
造
』
ノ
反
対
ナ
ル
『
模
　
倣
』
」
と
決
め
つ
け
、
「
美
学
的
ノ
謬
見
」
と
し
て
斥
け
つ
つ
、
よ
り
声

高
に
論
を
結
ぶ
。

　
　
　
　
ベ
ヴ
ス
ト

　
　
夫
レ
自
識
ノ
「
想
」
ハ
「
精
神
」
ナ
リ
不
自
識
ノ
「
想
」
ハ
「
自
然
」
ナ
リ
「
美
」
ハ
「
自
然
」
二
眠
テ
「
精
神
」
二
醒
ム
「
美
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
ア
ン
タ
ジ
　

　
　
ノ
「
精
神
」
中
二
換
発
ス
ル
之
ヲ
「
空
　
想
」
ト
謂
フ
「
空
想
」
ノ
「
美
」
ヲ
得
ル
．
ヤ
「
自
然
」
ヨ
リ
ス
然
レ
ド
モ
「
自
然
」
ノ
儘

　
　
二
「
自
然
」
ヲ
「
精
神
」
中
二
写
シ
タ
ル
モ
ノ
ニ
非
ズ
「
自
然
」
二
附
帯
セ
ル
多
少
ノ
塵
挨
ヲ
「
想
」
火
ニ
テ
焚
キ
尽
シ
テ
能
ク

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
　
む
　
　
む
　
　
　
　
む

　
　
「
美
」
ヲ
成
セ
シ
ナ
リ
（
中
略
）
然
バ
則
チ
美
術
ハ
「
製
造
」
ス
「
美
」
ノ
「
自
然
」
二
殊
ナ
ル
ハ
恰
モ
「
製
造
」
二
在
り
之
ヲ

　
　
ト
ラ
ン
コ
ス
ズ
プ
ス
タ
ン
チ
ア
チ
オ
ソ

　
　
「
点
　
　
　
　
　
化
」
ト
謂
フ
彼
ノ
「
自
然
」
ヲ
「
模
倣
」
ス
ル
ノ
徒
ノ
得
テ
知
ル
所
二
非
ザ
ル
ナ
リ

　
最
後
の
一
節
が
、
巌
本
の
「
抑
も
実
際
に
無
き
物
を
何
如
に
製
造
せ
ん
と
す
る
乎
若
し
製
造
し
得
た
り
と
せ
ぽ
是
れ
一
時
仮
設
的
の

者
、
到
底
永
続
す
る
を
得
じ
」
お
よ
び
「
日
本
近
世
の
文
学
美
術
は
尤
も
多
く
製
造
的
彫
刻
的
仮
設
的
に
傾
む
く
、
一
言
す
る
に
自
然
に
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反
す
L
と
い
う
主
張
に
お
い
て
、
「
製
造
」
が
否
定
的
に
と
ら
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
を
意
識
し
な
が
ら
の
も
の
で
あ
る
こ
と
は
明
ら
か
だ

が
、
結
局
鴎
外
の
論
は
、
「
『
自
然
』
ヲ
『
模
倣
』
ス
ル
ノ
徒
」
に
対
し
て
芸
術
に
お
け
る
「
製
造
‖
点
化
」
の
必
要
性
を
説
く
と
こ
ろ
ま

で
進
ん
で
結
ぽ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
と
こ
ろ
で
、
こ
こ
に
至
っ
て
、
「
製
造
」
と
い
う
こ
と
ば
を
定
義
づ
け
る
形
で
、
唐
突
に
使
わ
れ
た
「
点
化
（
茸
知
霧
゜
・
昏
ω
吟
昌
書
幹
δ
づ
ト

ラ
ン
ス
ズ
ブ
ス
タ
ン
チ
ア
チ
オ
ン
）
」
の
概
念
そ
の
も
の
が
、
必
ず
し
も
明
確
で
な
い
点
に
注
意
し
な
け
れ
ぽ
な
ら
な
い
。
小
堀
桂
一
郎

氏
に
よ
れ
ぽ
、
こ
の
「
☆
碧
る
・
。
・
已
汀
宮
日
｛
良
8
」
は
元
来
宗
教
的
な
元
義
を
含
ん
だ
こ
と
ぽ
で
は
あ
る
も
の
の
、
「
化
体
」
と
か
「
権
現
」
と

訳
し
て
み
て
も
不
十
分
で
あ
り
、
鴎
外
の
立
論
が
依
拠
し
た
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の
『
詩
学
』
第
一
篇
第
一
章
で
は
、
「
芸
術
的
創
造
と
は
、
・

内
面
に
う
け
た
啓
示
を
外
形
的
啓
示
に
変
容
さ
せ
る
こ
と
」
を
受
け
、
「
変
容
」
の
本
質
を
説
明
す
べ
く
使
わ
れ
た
「
分
析
不
可
能
な
質

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
1
）

的
変
化
」
が
こ
れ
に
当
た
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
だ
と
す
れ
ぽ
、
内
的
イ
デ
ー
を
形
象
化
し
、
実
体
化
す
る
と
い
う
こ
と
に
な

る
の
だ
が
、
鴎
外
の
論
旨
を
追
う
限
り
、
実
体
的
な
現
象
、
現
実
世
界
の
も
の
を
芸
術
的
な
美
と
し
て
イ
デ
ー
化
す
る
こ
と
と
い
う
意
味

に
理
解
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
の
言
い
回
し
を
鴎
外
自
身
の
芸
術
観
に
よ
っ
て
解
釈
し
直
し
た
結
果
こ
う
し
た
ず
れ
が
生
じ

た
と
取
る
べ
き
か
、
そ
れ
と
も
、
ゴ
ッ
ト
シ
ャ
ル
へ
の
依
拠
が
粗
雑
で
あ
り
、
鴎
外
自
身
の
「
美
」
に
対
す
る
省
察
が
浅
か
っ
た
こ
と
を

示
す
証
と
し
て
と
ら
え
る
べ
き
か
、
今
は
判
断
を
下
す
材
料
を
十
分
に
持
っ
て
は
い
な
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
な
ぜ
「
点
化
」
と
い

う
訳
語
を
当
て
た
羅
と
い
・
た
問
題
と
と
も
に
・
今
後
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
課
題
と
言
え
よ
う
。
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※

　
以
上
述
べ
て
き
た
よ
う
に
、
鴎
外
の
「
『
文
学
ト
自
然
』
ヲ
読
ム
」
は
、
い
く
つ
か
の
曖
昧
な
問
題
を
内
に
含
ん
だ
ま
ま
に
発
表
さ
れ

た
。
た
だ
し
、
鴎
外
の
目
論
見
が
あ
く
ま
で
も
作
家
の
想
像
力
こ
そ
文
学
の
主
要
素
で
あ
る
と
す
る
彼
自
身
の
文
学
観
の
表
明
に
あ
り
、



「
小
説
論
」
に
お
け
る
「
天
来
の
奇
想
を
着
け
、
幻
生
の
妙
思
を
施
す
」
と
い
う
小
説
観
に
理
論
的
裏
付
け
を
与
え
る
と
い
う
点
に
あ
っ

た
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
彼
は
、
仮
説
を
立
て
、
そ
の
当
否
を
断
じ
、
そ
し
て
自
分
自
身
の
見
解
を
述
べ
る
と
い
う
方

法
を
と
り
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
巌
本
の
所
論
を
ま
る
で
「
『
自
然
』
ヲ
『
模
倣
』
ス
ル
ノ
徒
」
の
代
表
的
見
解
で
あ
る
か
の
よ
う
に

見
な
し
、
き
わ
め
て
巧
妙
に
利
用
し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

　
論
争
自
体
は
、
「
幾
分
か
然
り
、
或
る
意
味
に
於
て
然
り
。
以
上
謹
答
」
と
述
べ
た
巌
本
が
、
「
想
火
に
て
物
を
焚
き
塵
を
去
り
美
を
存

ず
」
「
裂
塵
誓
み
し
自
然
の
儘
の
自
然
箋
に
あ
ら
恒
と
い
う
鴎
外
の
意
見
竺
応
受
け
容
れ
る
形
で
終
わ
る
。
し
か
し
そ
霞
、

ほ
と
ん
ど
結
論
ら
し
い
も
の
を
生
む
こ
と
な
く
、
や
は
り
尻
す
ぼ
み
の
形
で
終
わ
っ
て
い
る
。
そ
の
原
因
は
、
巌
本
自
身
の
用
語
の
曖
昧

さ
に
あ
っ
た
こ
と
も
確
か
だ
が
、
よ
り
多
く
、
鴎
外
が
巌
本
の
所
論
を
自
分
自
身
の
側
に
引
き
寄
せ
、
あ
く
ま
で
も
自
己
流
の
解
釈
を
施

し
な
が
ら
自
分
の
文
学
観
を
前
面
へ
押
し
出
す
こ
と
に
全
力
を
注
い
だ
点
に
あ
っ
た
。
：

　
た
だ
注
目
し
て
よ
い
こ
と
は
、
こ
の
論
争
自
体
は
や
や
的
は
ず
れ
の
感
を
免
れ
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
両
者
の
主
張
な
り
、
そ
こ
に

潜
ん
で
い
た
矛
盾
な
り
が
、
後
に
別
の
形
で
展
開
し
て
い
く
と
い
う
点
で
あ
る
。
巌
本
の
「
文
学
」
に
お
け
る
「
理
想
」
「
実
際
」
の
区

別
に
対
す
る
理
解
の
曖
昧
さ
は
、
「
小
説
論
略
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
一
七
七
号
、
明
治
ニ
ニ
・
八
）
で
、
当
代
批
評
家
の
実
際
派
尊
重
の

弊
を
批
判
し
、
「
意
匠
清
潔
、
道
念
純
高
」
な
る
小
説
を
最
高
の
も
の
と
主
張
し
た
の
に
対
し
て
、
実
際
派
と
理
想
派
の
存
在
意
義
を
明

白
に
し
、
小
説
の
究
極
の
目
標
は
「
人
情
の
秘
奥
」
に
入
る
と
こ
ろ
に
あ
り
、
道
徳
書
と
は
異
な
る
と
述
べ
た
内
田
不
知
庵
の
反
論
や
、
，

石
橋
忍
月
の
反
論
を
招
く
結
果
と
な
る
。
ま
た
鴎
外
の
場
合
も
、
そ
の
文
学
評
論
の
中
心
的
問
題
は
、
や
は
り
「
理
想
」
と
「
実
際
」
と

を
め
ぐ
る
問
題
で
あ
り
、
忍
月
と
の
論
争
に
し
て
も
、
迫
遙
と
の
没
理
想
論
争
に
し
て
も
、
結
局
は
こ
の
「
文
学
と
自
然
」
を
め
ぐ
る
論

争
に
淵
源
し
て
い
る
と
も
言
え
る
の
で
あ
る
。

　
後
に
鴎
外
は
、
「
『
文
学
ト
自
然
』
ヲ
読
ム
」
「
再
び
自
然
崇
拝
者
に
質
す
」
の
二
篇
を
、
『
柵
草
紙
』
第
二
十
八
号
（
明
治
二
五
・
一
）
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（
1
5
）

に
改
題
、
再
録
す
る
が
、
そ
の
際
、
「
右
の
二
篇
は
明
治
文
学
の
批
評
の
上
に
て
善
と
美
と
を
分
ち
、
審
美
学
の
標
準
を
以
て
批
評
の
本

擦
と
し
た
る
そ
も
く
な
る
べ
し
。
そ
の
説
に
は
妥
な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
な
き
に
あ
ら
ね
ど
、
今
復
た
言
は
ず
。
」
と
い
う
、
啓
蒙
家
的
意

気
込
み
と
自
信
と
に
満
ち
た
後
書
き
を
記
し
て
い
る
。
確
か
に
、
「
善
」
と
「
美
」
と
を
分
か
つ
と
い
う
点
で
は
一
応
の
成
果
を
あ
げ
た

も
の
の
、
「
妥
な
ら
ざ
る
と
こ
ろ
」
が
多
か
っ
た
こ
と
も
否
定
し
難
い
。
鴎
外
に
と
っ
て
は
、
こ
の
論
争
で
、
自
己
の
文
学
観
の
表
明
に

力
点
を
置
く
あ
ま
り
、
「
自
然
」
「
理
想
」
「
実
際
」
「
真
」
「
善
」
「
美
」
「
点
化
」
と
い
っ
た
概
念
を
明
確
に
し
得
な
か
っ
た
こ
と
が
、
そ

の
後
の
彼
の
文
学
評
論
活
動
に
お
け
る
、
批
評
の
原
理
・
基
準
の
定
立
に
終
始
す
る
と
い
う
姿
勢
に
つ
な
が
る
の
で
あ
る
。
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注
（
1
）
　
「
鴎
外
に
お
け
る
『
文
学
と
自
然
と
』
（
『
成
城
国
文
学
論
集
』
第
二
輯
、
昭
四
四
・
一
一
）

（
2
）
　
「
売
笑
の
利
害
」
で
鴎
外
は
、
ブ
レ
ー
メ
ン
の
ヴ
エ
ー
・
オ
ー
・
フ
オ
ツ
ケ
ー
の
「
売
笑
論
」
を
紹
介
し
な
が
ら
、
売
笑
対
策
に
お
け
る
鴎
外

　
　
の
基
本
的
考
え
方
の
一
端
を
表
明
し
て
い
る
が
、
そ
こ
に
は
、
人
間
を
よ
り
生
物
学
的
に
と
ら
え
、
社
会
を
よ
り
現
実
主
義
的
に
と
ら
え
よ
う
と

　
　
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
、
や
み
く
も
に
娼
妓
全
廃
論
を
唱
え
る
日
本
基
督
教
婦
人
矯
風
会
や
女
学
雑
誌
社
の
理
想
主
義
的
姿
勢
に
対
す
る
批
判
が
現

　
れ
て
い
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
鴎
外
と
廃
娼
問
題
」
（
『
信
州
白
樺
』
第
5
3
・
5
4
・
5
5
合
併
号
、
昭
五
八
・
四
）
で
触
れ
て
お
い
た
。

（
3
）
　
「
小
説
家
の
着
眼
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
一
五
四
号
、
明
二
二
・
三
・
二
三
）

（
4
）
　
「
小
説
家
の
着
眼
」
（
前
出
）

（
5
）
　
「
国
民
之
友
第
五
十
号
に
於
け
る
『
文
学
と
自
然
』
を
読
む
、
を
謹
読
す
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
一
六
二
号
、
明
二
二
・
五
・
一
八
）

（
6
）
　
『
若
き
日
の
森
鴎
外
』
（
東
京
大
学
出
版
会
、
昭
四
四
・
一
〇
）

（
7
）
　
『
若
き
日
の
森
鴎
外
』
（
前
出
）



（
8
）
　
「
文
学
と
自
然
ー
想
実
論
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
第
七
集
、
昭
四
二
・
一
一
）

（
9
）
　
「
エ
ミ
ル
、
ゾ
ラ
が
没
理
想
」
（
『
柵
草
紙
』
第
二
八
号
、
明
二
五
・
一
・
二
五
）

（
1
0
）
　
ゾ
ラ
の
自
然
を
弱
肉
強
食
の
自
然
と
規
定
す
る
こ
と
に
は
や
や
疑
問
が
残
る
。
『
実
験
小
説
論
』
を
読
ん
で
み
る
と
、
ゾ
ラ
の
考
え
て
い
た
自

　
　
然
と
は
、
作
家
の
動
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
決
定
律
で
あ
り
、
科
学
的
な
方
法
に
よ
っ
て
確
定
さ
れ
て
い
る
動
か
し
得
な
い
事
実
と
い
う
こ
と
に

　
　
な
る
。

（
1
1
）
　
『
若
き
日
の
森
鴎
外
』
（
前
出
）

（
1
2
）
　
参
考
ま
で
に
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
』
（
大
修
館
書
店
）
中
の
記
述
を
あ
げ
て
お
く
と
、
「
国
老
談
苑
」
を
出
典
と
す
る
道
家
の
語
で
、
「
従

　
　
来
の
物
を
改
め
て
新
に
す
る
」
と
い
う
意
味
と
、
周
必
大
の
詩
に
用
例
が
あ
る
「
前
人
の
作
っ
た
詩
文
に
つ
き
、
其
の
文
字
又
は
格
式
を
取
り
改

　
　
め
て
、
別
に
新
機
軸
を
出
す
」
と
い
う
意
味
と
が
あ
る
。
ま
た
明
治
十
四
年
四
月
刊
行
の
『
哲
学
字
彙
』
に
お
け
る
「
↓
日
自
ロ
訂
富
昆
ロ
ま
。
」
（
英

　
　
語
）
の
訳
は
「
化
体
」
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
と
こ
ろ
で
、
西
洋
の
文
化
の
受
容
と
紹
介
を
急
務
と
し
て
い
た
明
治
の
知
識
人
に
と
っ
て
、
西
洋
の
概
念
や
思
想
を
目
本
語
で
ど
の
程
度
に
ま

　
　
で
翻
訳
で
き
る
か
と
い
う
こ
と
は
、
共
通
の
課
題
で
あ
り
、
し
か
も
そ
の
際
、
漢
語
を
利
用
す
る
と
い
う
こ
と
が
ほ
ぼ
共
通
の
手
段
で
あ
っ
た
。

　
　
た
だ
し
、
こ
の
よ
う
な
西
洋
の
概
念
を
日
本
語
に
移
し
変
え
る
作
業
に
お
い
て
、
当
然
そ
こ
に
生
ず
る
で
あ
ろ
う
“
ず
れ
”
の
問
題
に
つ
い
て

　
　
は
、
あ
る
程
度
認
識
し
な
が
ら
も
、
あ
え
て
等
閑
に
付
さ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
と
こ
ろ
に
、
当
時
の
知
識
人
達
の
宿
命
的
限
界
が
あ
っ
た
と
も
言

　
　
え
よ
う
。

（
1
3
）
　
「
自
然
崇
拝
者
の
答
」
（
『
女
学
雑
誌
』
第
一
六
五
号
、
明
二
二
・
六
・
八
）

（
1
4
）
　
「
再
び
自
然
崇
拝
者
に
質
す
」
（
『
国
民
之
友
』
第
五
二
号
、
明
二
二
・
六
・
一
）

（
1
5
）
　
そ
れ
ぞ
れ
「
文
学
と
自
然
と
」
、
「
再
び
自
然
を
崇
拝
す
る
人
に
い
ふ
」
と
改
題
さ
れ
、
用
語
や
文
章
の
調
子
も
穏
か
に
改
訂
さ
れ
て
い
る
。
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